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第212號　（fi’g　19巻） （昭和13年）12月號

宇宙を支配するもの
　　　　　　（講演）

　　　t！1　本　　一　清

　　　　　　　　　　　　　こし　人閻は此世に生れて來て，齢の未だ．歩く小さい

時，學校へ初めては入ったほどの小さい時から，

年をとって死ぬ時に至るまで，共の一生涯を通じ

て，『自分は一・鮮烈庭へ行くか？』『白分は何物で

あるか？』といふやうなことを考へ響けるもので

あります．『自分』といふものがわからない時，

r自分』が何庭に居るのだかわからない時，r自分』

　サが三つちを向いてみるのだかわからない時，吾々

は何等かの不安を感じます．尤も吾々が「宇宙」といふやうな言葉を人から教

へられたり，rl分で「宇lii」とv・ふ言葉を使って物を考へるのは除程年をとっ

てからでせう．しかしながら，さういふ意味の問題は絶えず白己の内心に持っ

てるるのです．勿論，小さい子供，帥ち母の乳を呑んでみるやうな小さい子供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふピころにとっては，その「子供の帰納」は，つまり母の懐，それが共の子供の宇宙

なのです．次に，もう少し大きくなれば，宇宙と云はれるべきものは，自分の

家のことです．共の頃は，隣近所に別の家があることすら知らない時です・そ

れから，段々大きくなるにつれて，自分の村を知り・白分の國を知り，経ひに

は自分の世界を知るやうになります；更に世界以上の大きな何物か穿あるとい

ふことを知る順序になるのであります・庭が，一二「知る」といふことが問題

でありまして，例へば世界以上の物に目をつけてみた時分に・あちらこちらに

わからない物があるといふことが知れて，人々が共の問題を心に欄みます・し
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　かし，其れ以前でも，僅かに自分の家や，自分の弓丈けのことを右左振り返

って見た丈けでも，見様によっては幾らでも問題といふものが與へられるので

あります．此の宇宙を知らんがために署々が努力をし，・一一さて此の宇宙を知

ったがために自分の身分が出世するとか，御馳走が食べられるとかいふことは

ありません．そんな物質的な利釜などとは回瀾係に實利回益の珈よ考へすに，

吾々は只此虎に生きてみるために，それを知らないでをられないといふ一三の

本能的な知識慾に騙られて，物を知らう，排へようとし始めるのです．これは

非常に鯨い入の努力であります．それを最も回腸的にしたもの，邸ち共の一つ

の良V・標本は，天膿に關する問題に現はれると思ひます．弓丈學といふものは

非常に古い學問で，何庭の國でも，國が出來るのが早いか，天文學の研究が始

まるのが皐いかわからない位で，我がπ本の國は云ふに及ばつ㍉支那・エジプ

ト・バビロニヤ・印度なども三相雷に古い國でありまして，今から三千年とか，

四千年とか，歴史家によると今から五千年も遡る雁史があると云ひますが，天

文墨も大磯矢張り己れ等と同じ古さを要求すること々｛川來るのであります・盧

がこの天文墨を今の世間の人々は（あまり學問σ）本質を御存知なくて），兎角不

まじめに私共天文撃の研究者をあちらこちらで冷かします．例へば『山本君，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ滑のやってみる事は役に立たぬ墨問である』と，さうv・ふ事をよく云はれます．

成程之れは一寸考へると，役に立ちさうにもない．しかし，三際それほど誰が

考へても直ぐに思ふやうな，役に立たないものであるならば，f可の學間よりも

眞・旧きに，f可虞の國の人々も，之をi三石した其の理lhば何なのでせう？　今日

では，勿論皐問と云へ1ま，天文學ばかりではなく，動物學もあれば，植物學も

ある．凡ゆるものが屡術といふ形になって研究されて居りますが，動物學が何

時から始つたか，電氣の學問は何峙力・ら始まったかと云へば，此うした學術の大

抵のものは凡そ三四百年前ぐらみからで，今から』Jし百41泌か一千年目前から始

まった・「饗陶ば非常に古い方です．それに比べると，．ノぐ必學は共の5倍も6倍も

’占い時代から始まって來てるるのです．其の理山ぼ何であるか．『昔の人は一

　　ひと
般に閑なので，そんな事でも春氣に研究して居るより外に仕方が無かったので

ある』と云ふ人があるかも知れませんが，それは除りに古代の文化を幼稚に，

簡11艮に考へ過ぎてみるのではなからうかと思ひます．天文家だつて，選る場合
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には，共つ生命を賭けてでも熱心に研究をやることさへあります．要するに皆

干れは，『宇宙とは何であるか』とV・ふ問題を究めすには贋られなV・本能心力：吾

々人聞にはあるからであります．此の大きな欲求を，自分で意識するかしない

かの三下は人々によってありませうけれども，兎に角，すべて，人闇の一撃手

一・椛ｫとV・ふものは，必ず，何かの意味に於て，本雷の物を知り旧い，宇宙の

眞理を知り度いといふ心に浦たされた鮎に原因があるのであります．

　天文學の最も早・く開かれた所ほ，先程も旧しました通り，バビロニヤ，エジ

プト，或は印度，或は支那，先づこの四つの國は吐會も古VOし，天文の研究も古V・

のであります・庭が支那の國の天丈學といふものは今から二千五六百年前に既

に天に於いて一・慮見る可きものを見てしまった，研究すべきものは研究してし

まった形でありました．そして，學者たちは，もはや極く狭い意味の「天文學」

を持へて了ひました．共れは，或る意味に於て，茜だIUt｛用ゐ廣い形に現はれて

干てみるのであります．例へば，支那の人々が，菅に天文學と云はす，支那の

國の勝れた文化人たちが何ういふ風に口常生活の方針を考へるやうになって來

たかといふと，世の中の人闇生活の模範が天の現象に現はれてるると考へたの

です．天の月や星の現はれ方，共の巡動の方法などが，地上に於ける我々の生

活のモデルである．そして，それは一個人一偶人のモデルである響けでなく，

人闘の團膿としても，例へば國家といふものがこの天の蓮行をモデルにしなけ

ればならなV・，といふ事にまで徹底して考へたのであります．

　日本でも，支那でも，この最近二三十年の聞には，みな人々が或る理山の下

に，天文學といふと，すべて西洋流の天文學をやってをります．一慮自分達

の先岨が造ったものであるに拘らす，東洋の天文皐を忘れた形であります．そ

のために非常に残念な事も多v・のであります．私自身も，天：文學をやり始めて

から約30年になりますが，最近の2－3年來は色々の事情があって，支那の古い

書物を凹み出して見ると，今までうっかりして贋つfcけれども，なかなか面白

い味ひがあります．これは白分業けでなく，私共の仲間も「支那の天文學を研

究して見ようちやないか」と云ってみろのであります・この支那の天文學とい

ふものは，人間の思想生活に深い廣V・根底を與へて居ります．天といふ言葉で

も非常に深い意味を有ってをります．それが獲遽して，途には迷信にまでなつ
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て了ひ，口禾も支那も今明ほ憐まされてをるのでありますが，併しこの責任，

帥ち迷信の種を出したといふ責任は天丈學が持つべきものかも知れませんが，

迷信そのものム責任を支那の天文學に持たすことは出來ませんでせう．佛教の

色kの思想艦系を見ても，やはり天文といふことがは入って來てをります．佛

教の名前で，日本に來てるる多くの佛，或は崇拝すべきものs中に，結局は天

髄思想ぢやないかと思へるものが澤山あります・ところが，それをも一つ露骨

に天国崇拝をやったのはバビロニヤの文化です・パビロ＝ヤでは月を崇拝し，

金星を崇拝し，木星を崇拝し，太陽を崇拝し，つまり天膿の一つ一つを紳とし

て拝んだものであります．それからエジプトも熱心に雨湿を拝んでゐます．こ

の拝むといふのは精面的の慰みとかいふやうな軽いものではありません．それ

どころか，むしろ配分の命を捧げてかNつてみる眞創な崇拝を天艘に封してや

ってみるのです．例へば金星を見るのに一一・一一一「金星」なんて呼ぶことは勿直な

いのです．もっとあらたかだ芦葉で呼ばねばなりませぬ．金星なんて云ふのは

我々モダンボ1イの云ふことですド・一この金昼は支那では「太白」と云ひ，

バビロニヤでは「アシタロテ」，ギリシャでは「アフロディテ」，ロマでは「ヴ

イ1ナス」と呼ぶのですが，此うした星は，只，見るのでなくて，其の美しい

輝きを拝ませて貰ふのです．この天心の崇拝から，例へば金星が人間の吐會を

支醜してるるやうに人は思ふのです．木星も，月もみなさうです．ですから，

此うした星や月の御機嫌を毎日見ざるを得ないわけです．其の御機雄の如何に

よって，人閻が毎日安心して生活して良いのか，戦々厩々としてをらねばなら

ぬかド決るのです．一つ一つの星の輝き方，運動の模様を注意する．そして，

『あれは星が怒ってみるのぢやないか』『御機嫌が悪いのちやないか』と・凡そ一

國の王様から，奴隷に至るまで，天膿の御機嫌を伺ってみる有様です・これが

ためには，一様にお好きな物を供へたりするわけですが・JU＃れ丈けではすま

ないで，『あの星は明［1は善うなるであらうか』『凶年は，あの星は溢乳へ行く

か』といふやうなことを知りたくなります・そして，其れを知らうと思へば，

峯生から注意して一通り共の蓮動の系統を知る，帥ち今II天文懸者がやってみ

る観測研究のやうなことを，昔は着の流儀にやらなければなりませぬ．それで

今は之が天文學といふ一種の學問になってしまひましたが，昔は宗敏生活の一
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部分として天骨豊親測が行はオしたのです．その中で，最も穴切な問題とされるも

のは天膿の運動であります．星の中に大きな星があり，赤い星があり，君fい星

があるといふことも問題ではありますが，そんな事を問題にし出したのは十九

世紀の初め頃からでありまして，昔は軍に星一・つ一・・つの蓮動の法則が問題の中

心でした．志津の法則を見付けるために，事實をよく見なければなりませぬ．

さうすると，天には幾腫類もの震幅席画があるといふことがわかって來て，今

の北極星みたV・に年が年中殆ど一ヶ所に居るのもあり，さうかと思ふと，北極

星を取り巻いて小さな雲形を書v・てるるのがあったり，更に大きな勅道を持っ

てるるのがあり，あんまり軌道が大き過ぎて全部が見えないで，共の一i部分は

地商の下に隠れてみるのがあります．赤道にある星は眞束から現はれて眞西に

画するといふ運動をしますし，赤道から南へ寄り，北に寄るに從って，段々と

1口の中に5時間，3時闇，1時闇といふ時言虫けしか見えなV・で，あと20時聞

も22時闇も地面の下に隠れて居るといふ星もあります．そんな風に，嚴密に云

へば，星は皆悉く遠つた蓮動の方法をやってをるのです．

　次は星の距離です．一一．xe・s天罷は何の位v・遠いのでせう．本當にあったこと

か何うか知りませんが，背七人が長い竿を持って，屋根の上に上って，星をか

ち落さうとした，といふ話が支那の本にあります．本属にさうしたかも知れな

い．今の吾々から見れば乱れは正面の沙汰ではありませんが，露玉，何もわか

らなければ，そんな事をやって見るのも良いでせう・例へば京都で星を見てみ

るとして，1’あの星の距離は大津よりも遠いだらうか，大阪とは惑うか，まさ

か江戸ほど遠V・ことほあるまい』と，人々は考へたでありませう．ところが，金

星などでもアメリカや・ンドンよりも遠V・ものらしい，と云ふことが研究によ

って段々分って來て，知れば知るほど天艦は遠いといふ事がわかって來ます．

只これ丈けでも人々にぱ大きな驚きであります．最初に酒虫としての本當の距

離の知れたのは月であります．今から2200年ほど前，ギリシャの哲學者たちが

月の距離を槻測しました．そしてこの月の距離は，地球の一周り一もう既に

それより以前に地球といふものをギリシャ人は知って居たのです．吾々が踏ん

でみるこの大地は「地球」といふ丸い物だといふことは，今日の學校では教は

りますが，『そんなことがあるものか』と思ってみる人が，實は今でも，子供丈
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　けでなく，大人にも，澤山あります・慮がギリシャの入は今かe？　2500年前に，

　　　　　　　　　　　　まる『我々の住んでみる世界は球v・物である』といふことを知ってゐました・儲れは

決して蛍てすつぼうに想像したのではなく，ちゃんと共の大きさまて測定した

のです．今の吾々が知ってみる地球の大きさとホンの少しばかり逮ひがありま

すが，言はじ…割位しか聞違ひがありません．で，話は元に儲って，月の距離

　を測る時には，地球の大きさを基準にして，『地球の大きさの二倍ほどの斯に

月があるか』といふことを計って見たのです．ところが，其の結果は，大龍地

球の周園を一周りする長さの10倍ほどの所に月が在るといふ窮が知れました・

さて，叉，共の次には，順序からすれば，太陽の距離でありますが，ギリシャ

の人は此の太陽を一慮計りましたけれど，これは大間違ひを起しました．『太

陽は地球の直裡の2000fgJ』といふ結果を出した人があるのですが，今から考へ

て見ると，直れは大山違ひです．すっと後になって，フランスのカシユといふ

天文亡者が計った太陽の路離は月までの距離の450倍，口では四百何倍と云ひま

すが，假りに紙の上で蝿謝いて見ますと，月と地球との距離を1寸としてそ

れの450倍とすれば45尺となりますから，如何に太陽は遠いものであるかとい

ふどとがわかりませう．盛れほど，豫想以上の論題ですから，昔の人に太陽の

距離がわからなかつ定のは蕪理もないことでせう．けれども更に典の次の一般

恒星になりますと，溌然測定はtlS來ませんでした．漸く最近100年あまb以前’

になって，漸く恒星の距離が計られたのですが，盛れを計る度に，大漁大きな

驚きで，『まさかそんなに遠いものではあるまいと思ったのに』といふ聲ばかり

が績旨くのでした．

　尤も，すべての人ic，大衆的に訴へるflこ宙の問題は距離よりも蓮動でありま

す．：先程も云ひました通り，北極星から南極の星に至るまで，それぞれ違った

蓮動を吾々の目の前で見せてくれます．共の理山は如何でせう．更に叉1年を

周期として，春には春，夏には夏の星がちゃんと現はれます．これは何故：であ

るか・全く謎であります．叉，ぐるつと一一・周り1日に大回博して來る運動も，

1年で一周りする運動も，すべての星が同じ周期でやってゐます．総ての星が

みな何れも24時時と云へば24時閥，1年と云へば1年といふ風に一・定の速さで

廻って來るのでありますから，この蓮沼の原［qは射ての星に共通であるに逮ひ

ないのです．（つじく）


